
人のうごき
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世帯数�10,191� 8
人　口�23,209�－10
 （男）� 10,915� －1
 （女）� 12,294� －9

2 月 中 の
異動状況

出生�15
死亡�19
転入�37
転出�43

今月の主な内容
●平成22年度行政方針
●高額医療高額介護
　　合算制度のお知らせ

●災害時要援護者制度開始
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第2回 宿毛花へんろマラソン2010
フルマラソンスタート

松田川沿いの堤防 第14給水所

3月21日（日）に、総勢1,010名のランナーが参加し、開催
されました。詳しくは、広報すくも5月号で報告します。
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②

　
平
成
２２
年
度
行
政
方
針
を
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
中
、
南
海
地
震
対
策
や
地

域
振
興
の
た
め
の
各
種
事
業
な
ど
、

今
後
、
一
層
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
市
の
お
か
れ
て
い
る
現
状

を
積
極
的
に
お
知
ら
せ
し
、
と
も

に
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
改
革

　
現
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
実
施
計
画
期
間
が
、
平
成
２１
年

度
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平

成
２２
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
ま
で

の
新
た
な
大
綱
並
び
に
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
前
回
と
同
様
、

広
く
市
民
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
宿
毛
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
の
委
員
の
一
部
を

公
募
し
、
新
た
な
委
員
に
よ
る
ご

意
見
・
ご
提
言
等
を
踏
ま
え
た
上

で
、
継
続
し
た
取
り
組
み
や
今
後

新
た
に
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対

処
す
る
た
め
、
改
革
プ
ラ
ン
の
着

実
な
実
施
に
努
め
、
引
き
続
き
、
効

率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

財
政
状
況

　
平
成
２０
年
度
決
算
に
基
づ
く
財

政
健
全
化
比
率
で
は
、
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
る
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
公
債
費
を
計
画
的
に

抑
制
し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
も

言
え
る
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
」
の
計
画
額
を
上
回
る
起
債
（
借

金
）
を
し
て
お
り
、
決
し
て
楽
観

で
き
る
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
今
後
は
土
地
開
発
公
社

の
長
期
保
有
土
地
の
購
入
や
学
校

の
建
設
・
耐
震
化
、
消
防
庁
舎
の

建
築
な
ど
、
大
型
事
業
も
多
く
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
に
お
い
て
、
平
成
２２
年
度
当

初
予
算
に
は
、小
筑
紫
統
合
小
学
校

の
体
育
館
の
建
設
や
大
島
中
央
線
の

整
備
に
か
か
る
費
用
を
は
じ
め
、
消

防
庁
舎
の
建
設
に
向
け
た
予
算
等
も

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源

で
あ
る
税
収
は
平
成
２２
年
度
も
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
加
え
て
、

国
に
お
い
て
は
、
政
権
交
代
に
よ
り
、

様
々
な
制
度
改
革
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
新
制
度
の
活
用
や
必

要
な
事
業
の
精
査
等
に
鋭
意
努
め
、

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
対
策

　
近
年
は
、
世
界
的
に
地
震
や
記
録

的
な
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
大
規

模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
２２
年
度
も
、
引
き
続
き
、
津

波
避
難
道
の
整
備
、
自
主
防
災
組
織

に
対
す
る
助
成
、
木
造
住
宅
耐
震
事

業
及
び
公
的
備
蓄
等
を
推
進
、「
災

害
時
要
援
護
者
台
帳
」
の
整
備
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
時
要
援
護
者

対
策
の
推
進
や
、
家
具
転
倒
防
止
対

策
等
、
総
合
的
な
南
海
地
震
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
林
水
産
業

　
県
が
『
産
業
振
興
計
画
の
実
行

元
年
』
と
題
し
、
活
力
を
取
り
戻

す
た
め
の
様
々
な
事
業
主
体
の
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
方
針
を

打
ち
出
し
た
た
め
、「
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化

の
た
め
の
魚
加
工
施
設
の
整
備
」
、

「
直
七
の
搾
汁
・
商
品
加
工
を
す
る

施
設
整
備
」
及
び
「
環
境
に
配
慮

し
た
街
づ
く
り
の
た
め
の
堆
肥
化

工
場
の
整
備
」
の
３
項
目
を
本
計

画
に
盛
り
込
み
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
次
産
品
を
活
用
し
た
製
品
づ

く
り
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く

中
で
、
様
々
な
事
業
主
体
か
ら
地

域
の
活
性
化
に
関
す
る
事
業
の
提

案
が
あ
り
、
内
容
を
十
分
吟
味
し

た
上
で
、
産
業
振
興
計
画
の
活
用

も
図
り
、
適
切
な
支
援
を
し
て
い

平
成
22
年
度
　

行

政

方

針
（
抜
粋
）
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き
た
い
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

す
く
も
湾
漁
協
を
事
業
主
体
と
す

る
魚
加
工
施
設
が
昨
年
１０
月
に
片

島
地
区
に
お
い
て
操
業
を
開
始
し
、

現
在
、
県
内
の
病
院
、
東
京
の
学

校
給
食
な
ど
へ
、
タ
イ
や
ブ
リ
を

中
心
と
し
た
フ
ィ
レ
加
工
品
の
販

売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
キ

ビ
ナ
ゴ
の
バ
ラ
凍
結
」
の
製
造
に

も
着
手
し
、
本
漁
協
と
と
も
に
販

売
ル
ー
ト
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
更
に
、
直
七
等
の
搾
汁
施

設
の
整
備
に
向
け
た
費
用
を
当
初

予
算
に
計
上
し
、
堆
肥
化
施
設
に

つ
い
て
も
建
設
場
所
の
決
定
や
用

地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合
、

森
林
所
有
者
、
製
材
業
者
及
び
行

政
の
４
者
が
一
体
と
な
っ
て
森
林

整
備
等
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

平
成
２２
年
度
も
「
緊
急
雇
用
創
出

臨
時
特
例
基
金
事
業
」
や
「
市
有

林
整
備
事
業
」
を
活
用
し
、
除
間

伐
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
田
ノ
浦

漁
港
に
「
荷
捌
き
施
設
」
や
「
冷

海
水
製
造
施
設
の
附
帯
施
設
」
な

ど
の
整
備
を
進
め
、
徹
底
し
た
衛

生
管
理
の
で
き
る
市
場
が
ほ
ぼ
完

成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
漁
協
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、『
す
く
も
湾

中
央
市
場
の
水
産
物
は
安
全
・
安

心
』
と
い
う
認
識
を
全
国
の
消
費

者
に
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
漁

業
者
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
２２
年
度
に
「
沖
の

島
沖
の
黒
潮
牧
場
」
の
魚
礁
が
、
新

た
に
一
基
増
設
と
な
り
、
今
後
、
漁

獲
高
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
藻
津
漁
協
所
有
の
養

殖
用
魚
網
の
自
動
洗
網
機
が
老
朽

化
し
た
た
め
、
平
成
２２
年
度
に
新

型
機
械
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
漁

業
経
営
の
安
定
に
向
け
、
引
き
続

き
、
資
金
の
借
り
入
れ
に
対
す
る

利
子
補
給
金
の
交
付
な
ど
の
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

交
通
運
輸
体
系
の
整
備

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
は
、
住
民
の

生
活
路
線
と
し
て
の
機
能
は
も
と
よ

り
、
地
域
経
済
や
観
光
振
興
に
お

い
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

　
近
年
、
利
用
者
の
減
少
が
続
い

て
お
り
、
更
に
、
昨
年
は
高
速
道

路
料
金
の
休
日
千
円
化
の
影
響
を

受
け
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
経
営
改

善
に
向
け
、
平
成
２１
年
度
か
ら
「
高

知
西
南
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・

再
生
総
合
事
業
」
を
活
用
し
、
鉄
道

及
び
バ
ス
に
つ
い
て
、
様
々
な
利

用
促
進
活
動
や
実
証
運
行
を
行
う

な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
３
月
１３
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

よ
り
、
宿
毛
駅
発
着
の
特
急
列
車

が
２
便
増
え
た
こ
と
で
、
利
便
性

が
向
上
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
宿
毛
佐
伯
航
路
は
、
景
気
低
迷

の
影
響
を
受
け
、
旅
客
数
及
び
貨

物
量
の
減
少
傾
向
が
続
き
、
厳
し

い
運
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
幡
多
６
か
市
町
村
及
び
高

知
県
の
財
政
支
援
を
実
施
し
、
大
分

県
及
び
佐
伯
市
と
の
連
携
を
図
り
、

安
定
経
営
と
利
用
促
進
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

港
の
利
活
用

　
第
一
防
波
堤
の
完
成
に
よ
る
港

内
の
静
穏
や
倉
庫
兼
用
の
旅
客
待
合

所
と
し
て
、「
す
く
も
８
４
マ
リ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
整
備
も
進
み
、
港

湾
と
し
て
の
基
本
的
な
機
能
が
整
い

つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
点
を
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
、
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図

り
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
す
く
も
８
４
マ
リ
ン
タ

ー
ミ
ナ
ル
」
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

の
大
型
客
船
に
対
す
る
受
入
態
勢
の

強
化
に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充

実
を
図
り
、
港
を
利
用
し
た
地
域
の

活
性
化
に
も
努
め
ま
す
。

企
業
誘
致

　
現
在
、
高
知
西
南
中
核
工
業
団
地

に
は
、
４５
社
が
操
業
し
、
約
７
３
０

人
が
就
労
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宿

毛
湾
港
工
業
流
通
団
地
に
お
い
て

も
、
造
船
会
社
２
社
が
操
業
、
約
５０

名
が
就
労
、
両
団
地
と
も
、
雇
用
の

場
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

経
済
・
産
業
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
景
気
悪
化
の
影
響
が

続
き
、
厳
し
い
経
済
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
未
売
却
地
へ
の
企
業
誘
致

は
も
と
よ
り
、
未
進
出
企
業
に
対

す
る
進
出
の
働
き
か
け
や
、
進
出
企

業
へ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
努
め
、
更

な
る
雇
用
の
場
の
確
保
に
も
努
め

ま
す
。

地
域
情
報
化

　
平
成
２３
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
完
全
移
行
に
向
け
、
現
在
、

国
、
放
送
事
業
者
等
で
は
、
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
宿
毛

市
に
お
け
る
放
送
事
業
者
の
テ
レ

ビ
中
継
局
整
備
は
、
平
成
２１
年
度

で
完
成
し
、
市
内
の
大
部
分
の
世

帯
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信

可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ

地
域
の
解
消
に
向
け
、
国
の
補
正

予
算
を
活
用
し
て
、
平
成
２２
年
度

か
ら
公
設
民
営
に
よ
り
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
の
大
部
分
に
お

い
て
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

利
用
で
き
る
環
境
と
な
り
ま
す
。
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定
住
自
立
圏
構
想

　
平
成
２１
年
度
は
、
四
万
十
市
並

び
に
宿
毛
市
が
、
定
住
自
立
圏
構

想
に
基
づ
く
中
心
市
と
し
て
の
宣

言
を
行
い
、
本
年
１
月
１９
日
に
は
、

土
佐
清
水
市
、
大
月
町
、
黒
潮
町
及

び
三
原
村
と
の
間
で
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
具
体
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
成
す
る
中
、
中
心
市
及
び
周

辺
市
町
村
が
役
割
分
担
を
行
い
、
本

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境

　
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
宿
毛
市
分
の
ご
み
の
持
ち
込

み
量
は
、
平
成
１９
年
度
に
比
べ
、
平

成
２０
年
度
は
約
４
０
０
ｔ
の
減
量

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
で
約

１
億
３
、０
０
０
万
円
の
負
担
を
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
１
日
の
水

分
を
、
コ
ッ
プ
１
杯
分
強
（
２
０

０
襁
）
減
ら
す
だ
け
で
年
間
約
１
、

２
０
０
万
円
に
相
当
す
る
処
理
費

が
減
り
、
化
石
燃
料
の
削
減
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
ご
み
減
量
化
の

た
め
の
コ
ン
ポ
ス
ト
等
の
購
入
補

助
や
ご
み
減
量
化
の
啓
発
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、「
３
Ｒ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
…
発
生
抑
制
、
リ
ユ
ー

ス
…
再
資
源
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
…

再
利
用
）」
に
つ
い
て
も
推
進
を
図

り
、
更
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
の
実
施
に
向
け
て
、
環
境
課
に
「
資

源
活
用
係
」
を
新
設
し
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業

　
平
成
２２
年
度
に
は
、
災
害
時
の

停
電
に
も
飲
料
水
及
び
生
活
用
水

の
確
保
が
で
き
る
よ
う
、
宿
毛
上

水
道
水
源
地
へ
非
常
用
自
家
発
電

設
備
を
設
置
し
、
防
災
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
の
島
の
水
道
事
業
は
、

平
成
１８
年
度
か
ら
平
成
２２
年
度
ま

で
の
５
か
年
計
画
で
、
母
島
簡
易
水

道
、弘
瀬
簡
易
水
道
、
古
屋
野
飲
料

水
供
給
施
設
を
統
合
し
、
沖
の
島
簡

易
水
道
と
し
て
整
備
を
図
っ
て
い

ま
す
。

下
水
道
事
業

　
下
水
道
へ
の
加
入
促
進
を
図
る

取
り
組
み
と
し
て
、「
水
洗
便
所
等

改
造
資
金
利
子
補
給
」
及
び
「
水
洗

化
促
進
奨
励
金
」
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
平
成
２０
年
度
か
ら
の

３
年
間
は
、
別
途
「
水
洗
化
促
進

特
例
奨
励
金
制
度
」
を
設
け
、
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
漁
業
集

落
排
水
に
関
わ
ら
ず
、
汲
み
取
り
便

所
か
ら
下
水
道
に
加
入
し
た
方
に
、

１０
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
雨
水
対
策
で
は
、
松
田
川
の
河
口

に
あ
り
ま
す
宿
毛
ポ
ン
プ
場
の
ポ

ン
プ
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
ま
す

の
で
、
国
の
「
下
水
道
長
寿
命
化
支

援
制
度
」
を
活
用
し
、
平
成
２２
年
度

か
ら
５
か
年
計
画
で
雨
水
ポ
ン
プ

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
等
に
よ
り
長

寿
命
化
を
図
り
、
市
街
地
の
浸
水
防

除
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

都
市
計
画

　
昨
年
度
、
中
心
市
街
地
商
店
街
の

空
洞
化
の
解
消
を
図
る
た
め
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、

活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
２２
年
度
は
、

『
水
を
活
か
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
公

園
の
中
に
あ
る
町
』
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
た
本
計
画
を
も
と
に
国
の
認
定

を
取
得
し
、
住
み
や
す
い
賑
わ
い
の

あ
る
商
店
街
の
再
構
築
に
努
め
ま

す
。

横
瀬
川
ダ
ム

　
平
成
２１
年
度
よ
り
ダ
ム
本
体
の
準

備
工
事
と
し
て
、
河
川
水
を
迂
回
さ

せ
る
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
政
権
交
代
に
よ

り
、
ダ
ム
不
要
論
が
根
強
く
主
張
さ

れ
て
い
る
中
、
河
川
改
修
と
中
筋
川

の
特
殊
性
を
説
明
・
検
証
し
て
い
く

中
で
、
利
水
を
含
め
た
必
要
性
を
訴

え
て
参
り
ま
す
。

市
　
道

　
路
面
等
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
維
持
修
繕
箇
所
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
箇
所
の
修
繕

工
事
は
、
緊
急
性
、
優
先
度
等
を
十

分
勘
案
し
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
２１
年
度
に
交
付
金
の

割
り
当
て
不
足
等
に
よ
り
、
完
成
に

至
ら
な
か
っ
た
市
道
大
島
中
央
線

に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
度
内
の
早

期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

観
　
光

　
昨
年
、
幡
多
広
域
が
国
土
交
通
省

よ
り
観
光
圏
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
関
係
市
町
村
で
一
層

の
連
携
を
図
り
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
都
会
か
ら
の
修
学
旅
行
生
や
観
光

客
に
離
島
や
漁
村
等
の
生
活
・
漁
業

体
験
の
場
を
提
供
す
る
ブ
ル
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、「
栄
喜
地
区
」

が
本
格
的
に
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
伝
馬
船
や
釣
り
筏
を
利
用

し
た
新
た
な
自
然
体
験
型
の
観
光
に

つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
１
月
に
組
織

体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
「
社
団
法

人
宿
毛
市
観
光
協
会
」
を
事
業
主

体
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
入
り

込
み
客
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
ま
す
。
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教
　
育

　
平
成
２２
年
度
は
、
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
や
全
国
体
力
・
運

動
能
力
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
宿
毛
市
の
子
ど
も
達
の
現

状
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
上
で
、
あ

ら
ゆ
る
有
効
な
手
立
て
を
講
じ
、
学

力
・
体
力
の
向
上
に
向
け
た
対
策

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
に
つ
い

て
も
、
全
て
の
学
校
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
満
ち
溢
れ
る

よ
う
、
学
校
や
保
護
者
、
地
域
と

連
携
を
図
る
中
で
、
そ
の
解
決
に

向
け
て
よ
り
一
層
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
本
年

４
月
に
小
筑
紫
小
学
校
と
田
の
浦

小
学
校
が
統
合
し
、
新
し
い
小
筑

紫
小
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

校
舎
も
３
月
２３
日
に
完
成
し
、
新

し
い
校
舎
で
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
小
筑
紫
地
区
以
外
の
学

校
再
編
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な
方
面

よ
り
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
子
ど
も
た

ち
に
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
教
育
委
員

会
の
方
向
性
を
受
け
、
平
成
２２
年

度
の
早
い
時
期
に
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
に
報
告
し
、
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
や
各
種
大
会
の

招
致
に
努
め
、
社
会
体
育
施
設
の

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、「
宿
毛
花

へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
」
や
「
宿
毛
花

へ
ん
ろ
ウ
ォ
ー
ク
」
等
の
開
催
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

福
　
祉

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
平
成

２２
年
１０
月
よ
り
医
療
費
の
無
料
化

の
対
象
範
囲
を
「
中
学
校
卒
業
ま

で
」
に
拡
大
し
ま
す
。

　
要
援
護
者
対
策
と
し
て
は
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
及
び
障
害
者

等
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

と
し
て
、
平
成
２２
年
度
か
ら
「
災

害
時
要
援
護
者
対
策
事
業
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
的
な

見
守
り
、
声
か
け
支
援
は
も
と
よ

り
、
災
害
時
に
お
け
る
可
能
な
限

り
の
情
報
の
伝
達
や
安
否
確
認
、

避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
宿
毛
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
（
前
期
計
画
）」
を
平
成
２１
年

度
に
見
直
し
、
平
成
２２
年
度
か
ら

３
年
間
の
目
標
を
定
め
た
「
後
期

行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
健
や
か
に
生
ま
れ
育
ち
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
子
育
て
支
援

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

保
健
事
業
・
介
護
保
険
事
業

　
健
診
事
業
は
、
特
定
健
康
診
査
、

特
定
保
健
指
導
に
よ
り
、
市
民
自

ら
が
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
積

極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
種

が
ん
検
診
も
併
せ
て
受
診
率
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
平
成
２１
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
妊
婦
健
康
診
査
１４

回
分
の
公
費
負
担
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
子
育

て
支
援
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護

予
防
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
、
高

齢
者
の
生
活
が
自
立
し
た
生
き
が
い

の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
平
成
２２
年
度
は
「
宿
毛
市

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者
に
対
す
る
虐

待
の
防
止
及
び
早
期
発
見
、
ま
た
、

権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
支
援
に

努
め
ま
す
。

消
　
防

　
新
消
防
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

候
補
地
の
選
定
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、「
パ
ル
ス
宿
毛
」

東
側
に
決
定
し
ま
し
た
。
本
庁
舎
は
、

将
来
起
こ
り
う
る
と
さ
れ
る
東
南

海
・
南
海
地
震
等
の
大
震
災
時
に

も
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
『
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』

の
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
で
、
敷

地
面
積
は
３
、３
５
６
㎡
、
管
理
塔
、

車
庫
及
び
訓
練
塔
を
含
む
建
物
の

延
床
面
積
は
約
３
、０
０
０
㎡
と
な

る
予
定
で
す
。

　
今
後
は
、
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で

な
く
、
消
防
力
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
職
員
の
知
識
と

技
術
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
で
住
民
の
安
心
、
安

全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
業
務
も
年
々
増
加
し
、

複
雑
化
す
る
救
急
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
救
急
救
命
士
の
養
成
及

び
気
管
挿
管
・
薬
剤
投
与
資
格
者

の
育
成
に
取
り
組
み
、
救
命
率
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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街区公園3号

肉処 和
宿毛店

なんかいリカー

済

 山
本

化
粧

品
店

桜町・藻津線

駅東１号線

高知新聞
宿毛支局

Tanimoto
Hair For Men
Tanimoto
Hair For Men

11-6
11-5

11-4

11-2
11-1

画 地

１１－１

１１－２

１１－４

１１－５

１１－６

面積（坪）

６０

５０

５０

８４

５０

画 地

１

２

３

４

６

面積（坪）

９９

９７

６０

５０

７８

画 地

７

８

１０

面積（坪）

６０

６０

９９

用途地域：近隣商業

子
ど
も
手
当
の
創
設
に
つ
い

て
　
平
成

２２
年
度
か
ら
「
子
ど
も
手

当
」
の
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

中
学
校
２
・
３
年
生
（
平
成
７
年

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
児
童
が
い
る
保
護
者

と
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保

護
者
は
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
創
設
に
伴
う
認
定
請
求
は
、
９

月
３０
日

（木）
ま
で
に
受
け
付
け
た
も

の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
分
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
支
給
に
つ
き
ま
し
て
は
６

月
、

１０
月
、
２
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
申
請
す
る
保
護
者
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し
（
厚
生
年

金
加
入
者
の
場
合
）

・
申
請
者
の
銀
行
等
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

１０
月
か
ら
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
を
拡
大

＝
児
童
に
か
か
る
医
療
費
が
無
料

に
な
り
ま
す
＝

　
宿
毛
市
で
は
、
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
、
平
成

２２
年

１０
月
１

日
か
ら
児
童
に
対
す
る
医
療
費
の

助
成
を
い
ま
ま
で
の
小
学
校
修
了

か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
拡
充
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り

１０
月
以
降
の
医
療

費
自
己
負
担
分
が
無
料
と
な
り
ま

す
が
、
受
診
す
る
際
に
は
受
給
者

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
案
内
文
書
を
４
月

初
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
　
　

申
請
期
間

　
４
月
１
日

（木）
〜
９
月

３０
日

（木）

　
（
土
日
、
祝
日
除
く
）

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

１７
時

１５
分

申
請
場
所

　
宿
毛
市
役
所
福
祉
事
務
所

対
象
児
童

・
宿
毛
市
に
住
所
を
有
す
る
中
学

校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
や
障
害

福
祉
医
療
費
な
ど
、
他
の
医
療

費
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

申
請
に
必
要
な
も
の

・
対
象
児
童
の
健
康
保
険
証

（
対
象
児
童
が
複
数
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

・
印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
平
成

２２
年
度
宿
毛
市
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金
申
込
を
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

受
付
開
始

　
４
月
１
日

（木）
〜

※
今
回
４
月
に
受
け
付
け
す
る
の

は
６
月
下
旬
ま
で
に
着
手
す
る

も
の
に
限
る
（
た
だ
し
随
時
受

付
い
た
し
ま
す
）

補
助
対
象

住
宅
に
新
設
す
る
浄
化
槽
５
〜

１０
人
槽
。

た
だ
し
、
住
宅
部
分
が

５０
％
未

満
の
兼
用
住
宅
や
賃
貸
人
の
承

諾
を
得
な
い
賃
貸
住
宅
、
建
売

住
宅
に
設
置
す
る
も
の
は
補
助

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額

　
一
律
３
０
０
、０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

宿毛駅東分譲地のご案内
宿毛都市計画事業宿毛駅東地区土地区画整理事業の「保
留地」１３区画（平成２２年３月１日現在）を分譲しています。

【問い合わせ先】　建設課都市計画係　蕁６３－１１２０

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0

四
国
と
九
州
を
結
ぶ

宿
毛
フ
ェ
リ
ー

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

乗
っ
て
残
そ
う

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 

蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

5
2
4
0

情

報

コ

ー

ナ

ー

4月

卯  月
April



広報すくも  2010.4⑦

有料広告 有料広告

宿毛市真丁アーケード中央　蕁63ー2285

地産地消 宿毛産オクラ粉末を使用!!
たこ焼き　お好み焼き

4月25日跣 げんき市に出店します。

居酒屋ともえどう
宿毛市橋上町橋上２２９６
アリタホーセイ
（有田吉徳）

貴方の羽毛ぶとんは元気ですか？
側生地取り替え 修理

リフォームしてみませんか？

工場は宿毛市橋上にあります（GF,ゴールド付）

薑64－0046
薨64－0245

空
き
戸
数

　
２４
戸

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
・
４
帖
半
）

構
　
　
造

Ｒ
Ｃ
造
　

５
階
建
て

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式

　
２
年
更
新

家
　
　
賃

　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費

　
２
０
、０
０
０
円

駐
車
場

　
１
、０
０
０
円

 
（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
　
金

　
家
賃
×
３
ヶ
月

入
居
資
格
条
件
　
有
　

申
込
書
配
布
場
所
　

　
建
設
課

受
付
期
間
　

　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

森
づ
く
り
啓
発
パ
ネ
ル
の
貸

し
出
し

　
高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民

会
議
で
は
、「
森
づ
く
り
普
及
啓
発

パ
ネ
ル
」
（
４
枚
１
組
）
の
貸
し
出

し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
の

間
伐
や
木
の
利
用
が
ど
う
し
て
温

暖
化
防
止
に
役
立
つ
の
か
、
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
学
習
や
研
修
な
ど
で
貸
し

出
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環
境

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
片
島
東
団
地
（
片
島
）

　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有
�

申
込
書
配
布
期
間

　
４
月
５
日

（月）
〜

２３
日

（金）

　
土
・
日
を
除
く

配
布
場
所

　
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・
東
部

支
所

申
込
受
付
期
間

　
４
月

２１
日

（水）
〜

２３
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

　所
在
地

　
宿
毛
市
西
町
４
―

２
―

２
０

日　時　　4月25日（日）　10：00～15：00
場　所　　幡多希望の家　※雨天時は施設内
　　　　　（宿毛市平田町中山）

　【ボランティア申し込み・問い合わせ先】
　　幡多希望の家祭実行委員会　　蕁６６－２２１２

・もち投げ

・利用者の作品展示

・バザー

・ステージ
　ブラスバンド生演奏
　サックス生演奏
　リフレッシュ歌謡体操と３Ｂ体操
　歌の広場
　おひねり一座
　（プロの芸人が初登場！！）
　利用者と施設職員の出し物　

・出店
　ラーメン、カレーライス、
　やきとり、焼そば、ぺら焼き、
　ホットドック、サンドウィッチ 、
　アイスクリーム、飲み物

＊ボランティア募集＊
前日の準備、当日の係、翌日の後片付けのボランティ
アを募集中です。祭りの当日にはボランティア券（食券）
を差し上げます。ご協力をお願いします。

第１2回幡多希望の家祭
～みんなアミーゴ～
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有料広告 有料広告

TEL 0880－63－5587／FAX 0880－63－5647
高知県宿毛市坂ノ下1023－37

 海事代理士 小川恵理奈オガワマリンサービス

ボート免許教室,随時開催中！

更新講習の受付、始めました！

2級 学科講習・実技講習 5／8踞 蛔 国家試験 5／23跣

試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！

国家試験免除コースも受け付けしております。

（実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。臨時での試験も開催できます。ご相談下さい。）

水上オートバイ学科・実技講習 5／15踞 蛔 国家試験 5／22踞　

電話 65－0005　携帯 090－4336－0099

全3台体制で幅広くマルチに対応 ご予約を
優先します。

ひまわり　タクシー3周年3周年
おかげさまで

　ご利用者の皆様のおかげで、開業
３周年を迎えることができました。
初心に戻って頑張っていきますので、
今後とも「ひまわりタクシー」を
よろしくお願いします。

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
４
月

２０
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

 
松
岡
陽
一

 
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―

１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

 
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

直
七
生
産
組
合
員
募
集
！！

　
本
組
合
は
、
宿
毛
市
の
特
産
物

で
あ
る
直
七
の
生
産
と
搾
汁
事
業

を
行
う
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
直
七
生
産
組
合
事
務
所
　

　
蕁
６
３
―

２
７
０
７

　
宿
毛
市
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

　
ま
た
、
橋
上
小
学
校
、
橋
上
中

学
校
へ
長
年
に
わ
た
り
図
書
の
寄

贈
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
無
料
人
権
相

談
所
の
開
設

　
四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
と
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支

局
で
は
、
平
成

２２
年
度
弁
護
士
資

格
の
あ
る
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

無
料
人
権
相
談
を
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
。

　
人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・
登
記
・

戸
籍
・
交
通
事
故
等
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
設
日

　
平
成

２２
年
５
月

１２
日

（水）

　
　
　
　
　
７
月

１４
日

（水）

　
　
　
　
　
９
月
８
日

（水）

　
　
　
　
　

１１
月

１０
日

（水）

　
平
成

２３
年
１
月

１２
日

（水）

　
　
　
　
　
３
月
９
日

（水）

時
　
間

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

３０
分

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所

 
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

 （
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
番

１２
号
）

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
０
０

無
料
人
権
相
談

日
　
時
　
　

　
４
月

１３
日

（火）
　

１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所
　
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
２

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・

登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
等
。

主
　
催
　
　

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　
人
権
推
進
課
　

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

宿
毛
市
名
誉
市
民
に

岡
村
　
勲
氏
（
弁
護
士
）

　
３
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
平
成

２２
年
第
１
回
宿
毛
市
議
会
定
例
会

で
、
岡
村
勲
氏
に
宿
毛
市
名
誉
市

民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
岡
村
氏
は
、
昭
和
４
年
宿
毛
市

に
生
ま
れ
、
中
村
高
等
学
校
を
卒

業
、
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、

同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
入
学
。

在
学
中
に
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
、

同
大
学
院
卒
業
。
第
一
東
京
弁
護

士
会
会
長
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
高
知
学

芸
高
校
上
海
列
車
事
故
補
償
交
渉

日
本
側
団
長
を
務
め
た
。
平
成

１１

年
に
は
「
犯
罪
被
害
者
の
権
利
と
被

害
回
復
制
度
の
確
立
を
目
指
す
」
全

国
犯
罪
被
害
者
の
会
（
あ
す
の
会
）

を
創
立
に
尽
力
し
、
代
表
幹
事
に

就
任
す
る
。
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
の
成
立
、
刑
事
訴
訟
法
の
改
正

な
ど
犯
罪
被
害
者
の
権
利
保
護
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。



広報すくも  2010.4⑨

ご冥福をお祈りします
（平成22年2月受付分）

桜町

小筑紫町小筑紫

中央2丁目

鍵山 　薫

浦田 壽夫

大原 千鶴

91

88

77

お誕生おめでとう
（平成22年2月受付分）

坂ノ下

宿毛

小筑紫町田ノ浦

宿毛� 

長田町

谷 　梗汰

長山 智子

堀渕 夢羽愛

饌田 美心

田中 海士

満壽

敏昭

竜矢

直樹

伸治

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん　 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

たに きょうた

ながやま

ほりぶち

はまだ

たなか

ともこ

む う あ

み こ

かいじ

　
詳
し
く
は
、
届
出
を
す
る
市
区

町
村
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
厚
生
労

働
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

調
査
期
間

平
成

２２
年
４
月
１
日
〜
平
成

２３

年
３
月

３１
日

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
市
民
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

宿
毛
の
「
げ
ん
き
市
」
の
ご

案
内

　
す
く
も
の
「
ま
ち
」
が
元
気
に

な
る
こ
と
を
願
い
、
第
１
回
「
げ

ん
き
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
元
の
農
水
産
物
の
販
売
や
つ

き
た
て
の
餅
の
進
呈
（
先
着
１
０

０
名
）
な
ど
、
各
種
催
し
物
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
店
者
の
募
集
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
４
月

２５
日

（日）
（
雨
天
中
止
）

　
９
時
〜

１５
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
に
開
催

場
　
所

　
ひ
だ
ま
り
公
園
周
辺

　
（
宿
毛
市
宿
毛
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
と
も
え
ど
う
　
沢
松
真

　
蕁
６
３
―

２
２
８
５

　
｜■■　
０
９
０
―
２
７
８
８
―

４
２
７
５

宿
毛
人
物
伝

〜
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
発
行
〜

　
宿
毛
市
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
一
地
方
都
市
と
し
て
は
考
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
偉
人
や
著

名
人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

梓
立
祭
で
顕
彰
し
て
き
た
人
物
を

中
心
に
宿
毛
が
排
出
し
た
偉
人
た

ち
を
収
め
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
発

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　内
　
容

・
小
野
　
義
真

・
大
江
　
卓

・
小
野
　
梓

・
竹
内
　
明
太
郎

・
坂
本
　
嘉
治
馬

・
後
藤
　
環
爾

・
吉
田
　
茂

・
伊
賀
　
氏
廣

定
　
価

　
８
０
０
円

販
売
場
所

　
宿
毛
市
企
画
課
・
宿
毛
駅
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
梓
会
（
企
画
課
内
）

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

あ
な
た
の
声
を
広
報
に
載
せ

ま
せ
ん
か
？

　
広
報
す
く
も
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
の

投
稿
文
を
募
集
し
「
市
民
の
声
」

と
し
て
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。
市

政
に
対
し
、
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
０
０
字
ま

で
の
文
章
に
ま
と
め
、
メ
ー
ル
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
企
画

課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
選
考
の
う
え
、
広
報
す
く
も
に

掲
載
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒

７８８
―

８６８６
　
宿
毛
市
桜
町
２
―

１

　
宿
毛
市
役
所
企
画
課

　
薑
６
３
―

１
１
１
８

　
薨
６
３
―

０
１
７
４

　
✉kikaku@

city.sukum
o.kochi.jp

宿
毛
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
調
理
部
門
が
平
成
２２
年
度

か
ら
民
間
委
託
と
な
り
ま
す
。

　
宿
毛
市
は
、「
宿
毛
市
行
政
改
革

大
綱
」
に
基
づ
き
、
定
員
管
理
の
適

正
化
、
組
織
、
機
構
の
見
直
し
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
宿
毛
市
立
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
の

見
直
し
を
検
討
し
た
結
果
、
平
成

２２
年
度
か
ら
調
理
部
門
を
民
間
委

託
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
栄
養
指
導
に
つ
い
て
は
今
ま
で

通
り
栄
養
士
が
行
う
な
ど
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
そ
の
も
の

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
宿
毛
市

が
実
施
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
蕁
６
３
―

１
１
９
４

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

〜
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
へ
〜

　
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農

業
、
建
設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ

た
産
業
も
併
せ
て
記
入
願
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

水
道
課
　
蕁
6
3
｜

1
0
0
9

き
れ
い
な
水
を
未
来
ま
で



⑩

対
象
者

流
　
れ

料
 

金
 

等

登
録
方
法

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
先

メ
リ
ッ
ト

生　　産　　者

宿毛市内の生産者

（一次産品、二次産品を問いません。）
卸業、小売業、飲食業、旅館業など

①会員登録。

②毎月開催日をお知らせ

③出店可能な会員は出店を申し込む。

④当日は自分の産品を販売・ＰＲ

産業振興課

E-mail  sangyou@city.sukumo.kochi.jp

FAX　６３－０１７４

TEL　６３－１１１７

商工観光課

E-mail  kanko@city.sukumo.kochi.jp

FAX　６３－０１７４

TEL　６３－１１１９

会員登録は無料。
ただし、「すくも８４マリンターミナル」の
施設使用料（日額１１，０００円 ）がかかること
から、出店料が必要となります。一定の会員
募集後に料金を設定しお知らせします。　

住所、氏名、生産品、連絡先（ＴＥＬ・ＦＡＸ・
eメール）を下記あて先までご連絡ください。

メールおよびＦＡＸの場合は件名を「（生産者）

直売会申込」とご記入ください。

住所、会社名（氏名）、連絡先（ＴＥＬ・ＦＡＸ・
eメール）を下記あて先までご連絡ください。

メールおよびＦＡＸの場合は件名を「（事業者）

直売会申込」とご記入ください。

・自慢の産品を消費者や市場関係者に直接

ＰＲできる。

・新たな仕入先の開拓ができる。

・会場で生産者と直接商談ができる。

会員登録は無料。

①会員登録。登録には受信可能なメールアドレ

スが必要。

②開催前にメールで出店者の情報をお知らせ。

③当日は会場で出店者と直接商談可能。

市　場　関　係　者

※詳しくは宿毛市ホームページをご覧ください。

生産者が直に売ってＰＲ！　～ とどけ生産現場の声 ～

　「すくも８４マリンターミナル」を活用した地元生産者を支援する事業を企画しています。生産者が自身の産
品を持ち込み、消費者や市場関係者（卸、小売、飲食業、旅館業者など）に直接販売、ＰＲする取り組みです。
現時点では毎月（あるいは隔月）第３日曜日の開催を考えています。つきましては、生産者と事業者の会員を
募集しますので、ぜひ、お申し込みください。会員には毎回、開催日などの情報をお知らせします。

すくもの生産者直売会

会員登録大募集！

会員登録大募集！

宿毛市の生産者を支援する新企画



広報すくも  2010.4⑪

平成１７年

平成１８年

平成１９年

平成２０年

平成２１年

火 災

１０件

８件

５件

５件

９件

救　急

９９１件

１，０９５件

１，０４８件

９８６件

１，０９１件

　２月２６日、宿毛文教センターにおいて「平成２１年度宿毛市スポーツ賞」の表彰式が行われました。
この表彰は、宿毛市の体育・スポーツの普及振興に顕著な功績をあげた個人及び団体を表彰するもので、
個人優秀賞１６名、団体優秀賞４団体が表彰されました。受賞者一覧は、広報すくも３月号をご覧ください。

【問い合わせ先】宿毛市総合運動公園　蕁６６－１４６７

平
成
２１
年
火
災
件
数
・
救
急
件
数

　
平
成

２１
年
中
に
、
宿
毛
市
で
発

生
し
た
火
災
件
数
、
及
び
救
急
件

数
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
火
災
件
数
は
、
前
年
か
ら
４
件

増
加
の
９
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
救

急
件
数
は
、
前
年
と
比
べ
て
１
５
０

件
増
加
の
１
、０
９
１
件
（
そ
の
う

ち
、
救
急
車
が
２
台
同
時
に
出
動

し
た
同
時
救
急
は
１
４
７
件
）
で

し
た
。
平
成

１８
年
に
は
救
急
出
動

は
過
去
最
多
の
１
，０
９
５
件
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
昨
年
は
そ
れ
に
迫

る
出
動
件
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
火
災
・
救
急
と
も

に
出
動
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
昨
年
は
そ
の
ど
ち
ら

も
が
前
年
よ
り
増
加
す
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
火
災
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
注
意
で
予
防
で
き
る

も
の
で
す
。
大
切
な
生
命
・
財
産

を
失
わ
な
い
よ
う
、
火
の
用
心
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
救
急
出
動
件
数
の
増
加

は
、
近
年
の
社
会
問
題
に
ま
で
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す

救
急
業
務
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
救
急
出
動
が
重
な
っ
て
し
ま

う
と
、
他
の
救
急
事
案
に
対
応
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
よ
り
緊
急
性
が
高
い
事

案
に
備
え
て
対
応
す
る
為
に
も
、
市

民
の
皆
様
に
も
救
急
車
の
適
切
な

利
用
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
で
は
、
平
成

２３
年
６
月

１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
『
住
宅

用
火
災
警
報
器
』
の
設
置
が
義
務

づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
す

る
場
所
は
「
寝
室
・
２
階
に
寝
室

の
あ
る
場
合
は
２
階
の
階
段
天
井

部
分
」
で
す
。
一
般
の
家
電
量
販

店
や
電
気
工
事
店
等
で
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
設
置

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

火
の
し
ま
つ
　

君
が
し
な
く
て
　

誰
が
す
る

宿毛市スポーツ賞表彰式が行われました



⑫

坂
本
図
書
館
・
開
館
時
間

の
延
長
に
つ
い
て

　　
坂
本
図
書
館
で
は
４
月
１
日
よ
り
、

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
開
館

時
間
を
、
３０
分
延
長
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
勤
務
時
間
等
の
都
合
で
、

平
日
に
図
書
館
を
利
用
で
き
な
か

っ
た
方
に
も
、
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
と
し

ま
す
。

開
館
時
間

　
火
〜
金
　
１０
時
〜
１８
時
３０
分

　
土
・
日
　
１０
時
〜
１８
時

第
１３
回
桜
墨
会
サ
ー
ク
ル

展
開
催

　
公
民
館
の
墨
彩
画
サ
ー
ク
ル
「
桜

墨
会
」
（
代
表
：
岡
花
眞
由
美
）で

は
、
恒
例
の
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

日
　
時

　
５
月
１
日
（土）
〜
６
日
（木）

　
９
時
〜
１７
時

　
※
最
終
日
は
１６
時
ま
で

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

〜
平
成
２２
年
度
受
講
者
募
集
〜

　
中
央
公
民
館
で
は
、
み
な
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
や
仲
間
づ
く
り
の
き

っ
か
け
と
な
る
サ
ー
ク
ル
等
の
学

習
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ダ
ン
ス
や
民
謡
、
合
唱
、
琴
、
絵

画
、
川
柳
、
俳
句
、
書
道
等
々
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
が
４３
団
体
あ

り
、
約
七
百
人
の
み
な
さ
ん
が
活

発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
一
緒
に
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
サ
ー
ク
ル
の
見
学
は
自
由
に
で

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
ペ
ー
ジ

の
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
ご
覧
の
う
え
、

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 宿毛市太極拳クラブ

■
ミ
シ
ェ
ル
の
ゆ
う
う
つ
な
一
日

マ
ル
テ
ィ
ナ
・
ヴ
ィ
ル
ト
ナ
ー
　
作

若
松
宣
子
　
訳

岩
波
書
店

■
仕
立
屋
の
ニ
テ
チ
カ
さ
ん
が
王

さ
ま
に
な
っ
た
話

〜
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
昔
話
〜

ボ
グ
ス
ワ
フ
・
オ
ル
リ
ン
ス
キ
　
絵

コ
ル
ネ
ル
・
マ
ク
シ
ン
ス
キ
　
再
話

偕
成
社

■
ご
う
た
、
１
年
生
で
し
ょ
っ

お
お
し
ま
り
え
　
絵

す
と
う
あ
さ
え
　
文

文
研
出
版

■
ト
マ
ス
と
図
書
館
の
お
ね
え
さ
ん

ラ
ウ
ル
・
コ
ロ
ー
ン
　
え

パ
ッ
ト
・
モ
ー
ラ
　
ぶ
ん

さ
・
え
・
ら
書
房

■
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
防
災
新
常
識

〜
あ
な
た
と
家
族
の
命
を
守
る
〜

山
村
武
彦
　
著

ぎ
ょ
う
せ
い

■
Ｉ
　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
肉
弁
当

〜
毎
日
か
ん
た
ん
毎
日
お
い
し
い
〜

武
蔵
裕
子
　
著

主
婦
と
生
活
社

■
池
上
彰
の
親
子
で
新
聞
を
読
む
！

池
上
彰
　
著

毎
日
新
聞
社

■
オ
ス
カ
ー

〜
天
国
へ
の
旅
立
ち
を
知
ら
せ
る

猫
〜デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ド
ー
サ
　
著

栗
木
さ
つ
き
　
訳

早
川
書
房

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
情
報
を
整
理
す
る
新
聞
術

岸
尾
祐
二
　
監
修

フ
レ
ー
ベ
ル
館

　
自
分
で
疑
問
に
気
づ
き
、
調
べ
、

理
解
す
る
「
学
び
力
」
を
育
て
る

シ
リ
ー
ズ
。
新
聞
の
つ
く
り
や
工
夫
、

読
解
の
ポ
イ
ン
ト
、
新
聞
制
作
の

仕
方
な
ど
、
情
報
を
整
理
す
る
力

が
身
に
付
く
「
新
聞
術
」
を
紹
介

す
る
。

■
チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー勝

間
和
代
　
著

講
談
社

　
何
度
も
繰
り
返
し
行
動
す
る
と
、

変
化
が
生
ま
れ
る
｜
。
自
分
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
に
不
満
が
あ
る

が
、
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
ど

う
動
い
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず

に
い
る
人
た
ち
へ
贈
る
、「
チ
ェ
ン

ジ
メ
ー
カ
ー
」
に
な
り
困
難
な
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
の
処
方
箋
。

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

平成２２年度  公民館サークル紹介
（平成22年4月1日現在）

区　分

合 唱

歌謡体操

琴

3Ｂ体 操

詩 吟

詩 舞

書 道

川 柳

太 極 拳

大 正 琴

ダ ン ス

中 国 語

日 舞

日 本 画

俳 句

墨 彩 画

民 踊

民 謡

洋 画

洋 裁

合 唱

軽 音 楽

陶 芸

フラダンス

ちぎり絵

フラダンス

ストレッチ

卓 球

ちぎり絵

歌謡体操

書 道

サ ー ク ル 名

宿毛市民合唱団

リフレッシュ歌謡体操

琴の会

3Ｂ体操同好会

高知岳風会 宿毛支部

水心流剣詩舞霊宛会

かな書道

墨雲書道会

墨雅書道会

宿毛川柳会

宿毛市太極拳クラブ

双葉会

さくら会

さくらダンスサークル

宿毛ダンスサークル

すくも社交ダンス愛好会

フォークダンス・レクダンス・花

中国語講座

宿毛胡蝶会

萌の会

美の会

俳句教室桜会

すくも俳句会

桜墨会

宿毛民踊クラブ

民踊つばめサークル

民謡愛好会

宿毛絵をかく会

人物画教室

手作りサークル

ゆりかごの会・昼

ゆりかごの会・夜

オカリナ

楽しい陶芸教室

ポーハイすくも

和紙ちぎり絵しゅんこう

コモハナ　すくも

ウキウキワーズ

平田卓球クラブ

ちぎり絵教室

小筑紫歌謡体操部

筑紫習字グループ

橋上習字クラブ

場　　所

多目的ホール

多目的ホール

和室1

多目的ホール

会議室1

和室2

会議室2

会議室3

会議室2

会議室1・3

多目的ホール

視聴覚室

会議室2

多目的ホール

会議室1

和室1・2

創作室

会議室3

会議室2

多目的ホール

会議室3

創作室

会議室2

多目的ホール

会議室2

会議室3

創作室

多目的ホール

会議室3

多目的ホール

総合運動公園

東部改善センター

東部改善センター

小筑紫集落センター

小筑紫集落センター

橋上生活改善センター

実 施 日

毎週木曜日

毎週水曜日

毎週水曜日

第2・4木曜日

毎週火曜日

毎週土曜日

第2・4日曜日

第1・2金曜日

第1・3水曜日

第 2 土 曜日

毎週火曜日

第1・3日曜日

第2・4土曜日

毎週火曜日

毎 週月曜日

毎月3回（8・1月休）

第2・4月曜日

第2・4木曜日

毎週木曜日

第1・3土曜日

第2・4土曜日

第1土曜日（8・1月休）

第1・3木曜日

第1・3月曜日

第2・4水曜日

第1・3月曜日

第1・3月曜日

第 2 土 曜日

第 4 土 曜日

毎週木曜日

第1・3水曜日

第1・3火曜日

第2・4火曜日

第2水・木曜日

第1・3木曜日

第 3 土 曜日

第2・4金曜日

毎週火曜日

毎週土曜日

第 4 日 曜 日

毎週土曜日

毎月7・17・27日

毎週水曜日

時　　間

19：00～21：30

13：00～15：00

19：30～22：00

13：00～15：30

13：30～15：30

13：30～17：00

　9：30～11：30

19：00～21：00

19：30～21：30

　9：00～16：00

19：30～21：30

13：00～15：30

13：30～14：30

13：00～15：00

19：00～21：30

19：00～21：30

13：30～15：30

19：30～21：00

13：00～17：00

13：30～17：00

　9：30～11：30

13：00～16：30

19：00～22：00

19：00～21：00

19：30～21：30

13：30～15：30

19：30～21：30

13：00～17：00

13：30～17：00

19：30～22：00

　9：30～11：30

19：30～21：00

19：30～21：00

13：30～16：00

　9：30～12：00

13：30～16：30

19：30～21：30

19：30～21：00

　9：30～12：00

　9：30～12：00

10：00～12：00

19：30～21：30

19：00～21：00

講 師 名

金子　和孝

永冨�鶴美

有田　都子

高木　淳子

永冨徳次郎

田辺　益子

助村　明美

兵頭　幸與

松金　硯山

小笠原　望

今津多恵子

熊井　弘子

高橋　忠郷

西村大笑剛

山本　洋子

岡村　真弓

橋本　　敏

岡村　真弓

小野　　保

杉本　恒星

篠田　　猛

谷本　郷子

橋本　恒治

高木　耕作

松澤　聖子

石崎　和子

石崎　和子

北原千代美

篠田　和代

北原千代美

濱田美智子

浅野祐樹ほか

川田　幸代

永冨　鶴美

丸山　武夫

土居喜久美

代 表 者

吉松　邦男

永冨　鶴美

大田有美子

所谷　慈美

川久保律子

山下　浩子

松澤佐登美

兵頭　幸與

松金　　明

小島　　進

今津多恵子

頼田　文子

野村　澄子

高橋　忠郷

小栗　　柳

松田　　旦

饌口　　久

高倉　真弓

岡村　麗子

大谷　玲子

松岡　蘭子

上田　淳子

篠田　　猛

岡花眞由美

倉松　幸枝

鳥谷アサエ

山口記和子

山岡　玲子

高木たか子

松澤　聖子

石崎　和子

石崎　和子

下元かおる

金沢由起美

篠田　和代

山中　栄里

伊与田陽子

岡本　佐恵

北原　治代

福井  繁子

布　　　秀

沢近　充典

下元かおる
竹村　　章

中 央 公 民 館 以 外 で 実 施 す る サ ー ク ル



⑭

平成22年度 麻しん・風しん混合予防接種対象者

1 期
1歳～2歳未満

（1歳の誕生日までに通知が届きます）

平成16年4月2日生まれ～平成17年4月1日生まれの方

（保育園及び幼稚園の年長組の年齢に相当する方）

平成9年4月2日生まれ～

平成10年4月1日生まれの方（中学1年生相当）

平成4年4月2日生まれ～

平成5年4月1日生まれの方（高校3年生相当）

2 期

3 期

4 期

平成22年度 狂犬病予防集合注射

月 日 曜日 実　　施　　地　　区

4/19 月 旧和田・山北・平田・山奈地区ほか

4/26 月 和田・平田・市役所・橋上地区ほか

5/10 月 市役所・小筑紫・西地区ほか

5/25 火 西地区・小筑紫地区ほか

5/28 金 沖の島地区

6/14 月 市役所・旧和田・橋上・山奈・平田・
西地区・小筑紫地区ほか

国
保
加
入
の
方
へ
�

　
受
診
券
は
４
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

　
特
定
健
康
診
査
受
診
時
に
必
要
な
の
で
、

　
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
〜
５
月
の
健
診
日
程
は
２２
〜
２３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
薑
６
３
｜

１
１
１
３

　
薨
６
３
｜

０
４
１
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
薑
６
３
｜

１
１
１
３

　
薨
６
３
｜

０
４
１
０

　
狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
ほ
ぼ

１
０
０
％
死
亡
し
治
療
法
が
な
い

お
そ
ろ
し
い
感
染
症
で
、
世
界
で

は
４
万
人
〜
５
万
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
２２
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
犬
の
所
有
者
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
生
涯
１

回
の
登
録
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
犬
の
所
有
者
は
必
ず
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
集
合
注
射
が
で
き
な
か
っ
た
飼

主
の
方
は
、
宿
毛
市
・
四
万
十
市

の
動
物
病
院
で
も
登
録
・
注
射
が

で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
時
間
・
場
所
等
に
つ
い
て
は
、

集
合
注
射
実
施
前
に
登
録
済
み
の

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
通
知
い
た

し
ま
す
。
ま
だ
登
録
を
済
ま
せ
て

い
な
い
方
は
保
健
介
護
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
薑
６
３
｜

１
１
１
３

　
薨
６
３
｜

０
４
１
０

　
第
２
期
、
第
３
期
及
び
第
４
期

に
相
当
す
る
方
で
、
平
成
２３
年
３

月
３１
日
ま
で
に
接
種
さ
れ
な
い
場

合
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予

防
接
種
（
自
己
負
担
無
し
）
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
春

休
み
や
夏
休
み
等
を
利
用
し
、
早

急
に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

※
今
回
対
象
に
な
っ
て
い
る
方（
第
２

期
・
３
期
・
４
期
）で
通
知
の
届
い

て
い
な
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
保

健
介
護
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
本
（
原
物
は
Ａ
4
サ
イ
ズ
で
す
。）

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
年
に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

麻
し
ん
・
風
し
ん

　
　
　
混
合
予
防
接
種
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有料広告 有料広告宿毛市与市明3－25

遠くても安心の料金。 初乗り

090－7623－1002
蕁0880－63－3306 ■ 電話＆FAX 64－0143　■ 携帯 090－7571－3707

小型船舶免許の更新・失効再交付講習

土居　健二／海事代理士　身体検査員　講師
土居　桃代／管理者　身体検査員

土居海事事務所 〒788－0046
宿毛市橋上町橋上2277

受講ご希望の方はご連絡ください。詳細についてお知らせします。

時間／13：00～、■の日は19：00～

講
習
日
程

4月
5月
6月

4日（日）、17日（土）
2日（日）、18日（火）、30日（日）
12日（土）、19日（土）、27日（日）

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
、
繰

下
げ
に
つ
い
て

《
繰
上
げ
支
給
》

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は

６５
歳
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば

６０
歳
か
ら

６４
歳
の
間
で
も
繰
り
上

げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
年
金
額
は
繰
上
げ
支
給
の

請
求
を
し
た
時
点
（
月
単
位
）に
応

じ
て
減
額
さ
れ
、
一
生
変
わ
り
ま

せ
ん
。（
減
額
率
は
最
大
で

３０
％
）

　
ま
た
、
繰
上
げ
請
求
し
た
後
は
、

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
な
い
な
ど
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　《
繰
下
げ
支
給
》

　
希
望
す
れ
ば

６６
歳
以
降
に
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
年
金
額
は
繰
下

げ
支
給
の
請
求
を
し
た
時
点
（
月

単
位
）
に
応
じ
て
増
額
さ
れ
、
一

生
変
わ
り
ま
せ
ん
。
（
増
額
率
は
１

月
で
０
・
７
％
、
最
大
で

４２
％
）た

だ
し
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
が

あ
る
場
合
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
振
替
加
算
は
増
額
の
対

象
に
な
ら
ず
、
請
求
月
以
前
の
分

は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
支
給
開
始
は
請
求
月
の
翌
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

７０

歳
到
達
月
末
ま
で
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
２２
年
度
の
保
険
料
額

　
平
成

２２
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
５
、１
０
０
円
で
す
。

学
生
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

《
対
象
者
》

　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
等
（
夜
間
、
定
時
制
課
程

や
通
信
制
課
程
も
含
む
）
に
在
学

す
る
学
生
。
た
だ
し
、
学
生
本
人

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
承
認
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
承
認
期
間
》

　
平
成

２２
年
４
月
〜
平
成

２３
年
３
月

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

　
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
在
学
期
間

中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
納
付
（
追
納
）
で
き
ま
す
の
で
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に

近
づ
け
る
た
め
に
追
納
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り

ま
す
。

《
申
請
手
続
き
》

　
学
生
本
人
が
住
民
登
録
し
て
い

る
市
町
村
の
年
金
係
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

年
金
手
帳
、
学
生
で
あ
る
こ
と
の

証
明
書
（
学
生
証
の
写
し
や
在
学

証
明
書
な
ど
）、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
代
理
申
請
の
場
合
は
、
委

任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
で
き

る
物
も
必
要
で
す
。（
同
一
世
帯
の

方
な
ら
委
任
状
は
省
略
で
き
ま
す
）

　
前
年
度
に
申
請
を
し
て
卒
業
予

定
年
月
日
を
記
入
さ
れ
た
方
に
は
、

必
要
事
項
を
印
字
し
た
申
請
ハ
ガ

キ
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年
度
も

引
き
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
そ
の

ハ
ガ
キ
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
年
金
相
談

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

に
よ
る
出
張
年
金
相
談
　
　
　
　

　
日
時
…
４
月

２０
日

（火）

　
　
　
　

１０
時
〜

１５
時

　
　
　
　
（
昼
休
み
を
除
く
）

　
場
所
…
宿
毛
市
役
所

　
受
付
…
市
民
課
年
金
係

　
受
付
時
間
…
８
時

３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
定
期
便

の
相
談
で
あ
れ
ば
送
ら
れ
て
き

た
書
類
一
式
、
認
め
印
、
代
理
の

場
合
は
委
任
状
（
家
族
で
あ
っ

て
も
必
要
で
す
）
と
代
理
人
の
本

人
確
認
で
き
る
物
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２



⑯

はい いいえ

0点
階段を手すりや壁をつたわらずに昇
っていますか？

椅子に座った状態から何もつかまら
ずに立ち上がっていますか？

15分くらい続けて歩いていますか？

この１年間に転んだことがありますか？

転倒に対する不安は大きいですか？

1点

0点 1点

0点 1点

1点 0点

1点 0点

時
　
間

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

３０
分

内
　
容

◎「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

（
椅
子
に
座
っ
て
行
う
、

４０
分
ほ

ど
の
運
動
で
す
。）
　

◎
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

に
関
す
る
講
話
や
「
か
み
か
み

百
歳
体
操
」

◎
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
に
関
す

る
講
話

申
込
締
切

　
４
月

１５
日

（木）

※
申
し
込
み
後
、
保
健
師
が
お
宅
に

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
予
防
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

ガ
ン
バ
ッ
テ
る
お
父
さ
ん

こ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
健
康
指
導
係

　
担
当
　

中
村
・
田
中

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

　
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は「
う
つ
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
２
週
間
以
上
の
不
眠
は
早
め
に

か
か
り
つ
け
医
（
専
門
医
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
「
う
つ
」
に
な
る
と
、
不
眠
が
続

き
、
全
身
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
な

ど
の
た
め
、
体
調
が
悪
く
な
り
ま

す
。

　
気
力
や
頑
張
り
だ
け
で
は
「
う

つ
」
を
克
服
す
る
の
は
困
難
で
す
。

「
う
つ
」
は
薬
で
の
治
療
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
力
で

行
動
し
、
老
後
の
生
活
を
思
う
存

分
楽
し
め
る
体
力
を
つ
け
て
お
く

た
め
に
は
、
運
動
機
能
の
向
上
、
特

に
足
腰
に
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
自
宅
で
で
き
る
体

操
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
象

　
宿
毛
市
在
住
の

６５
歳
以
上
の
方

定
　
員

　
１０
名
前
後

参
加
の
条
件

◎
下
記
の
運
動
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
、
３
点
以
上
に
な
る

◎
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

◎
全
日
程
参
加
で
き
る

◎
初
め
て
参
加
す
る

◎
現
在
医
療
機
関
へ
受
診
中
の
方
は
、

主
治
医
の
運
動
許
可
が
必
要
で

す
場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
（
宿
毛
市
高
砂
）

※
希
望
者
に
は
送
迎
も
可
能
で
す
。

期
　
間

 
５
月

１１
日

（火）
〜
７
月

２７
日

（火）

 
ま
で
の
計

１２
回

は
つ
ら
つ
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

働
き
盛
り
世
代
の

　
　
　
　
睡
眠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
日
が
、

　
２
週
間
以
上
続
い
て
い
る

○
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
き
た

○
だ
る
く
て
意
欲
が
わ
か
な
い

運動機能のチェックリスト

イラスト：おくだたけし



広報すくも  2010.4⑰

①
世帯区分

所得区分

６７万円
（８９万円）

現役並み所得者
（上位所得者）

一　　般

低所得者
（住民税
非課税世帯）

６７万円
（８９万円）

１２６万円
（１６８万円）

５６万円
（７５万円）

５６万円
（７５万円）

６７万円
（８９万円）

３１万円
（４１万円）

３１万円
（４１万円）

１９万円
（２５万円）

１９万円
（２５万円）

３４万円
（４５万円）

② ③

介護保険＋
後期高齢者
医療制度

介護保険＋

国保または被
用者保険
７０～７４歳の
方がいる世帯

介護保険＋

国保または被
用者保険
７０歳未満の
方がいる世帯

Ⅱ

Ⅰ

○
対
象
と
な
る
世
帯

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

で
自
己
負
担
が
あ
り
、
そ
の
合
算

額
が
一
定
の
額
（
自
己
負
担
限
度

額
）
を
超
え
た
世
帯
が
対
象
で
す
。

　
ま
た
世
帯
と
は
、
医
療
保
険
制

度
上
の
世
帯
と
な
り
ま
す
の
で
、
国

民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
、
被
用
者
保
険
と
の
合
算
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
申
請
に
つ
い
て

　
対
象
年
度
の
月
末
（
７
月
３１
日
）

時
点
で
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
で
、
支
給
の
対

象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
各
保
険

者
よ
り
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
被
用
者
保
険
の
方
は
、

介
護
保
険
係
が
発
行
す
る
「
介
護

保
険
自
己
負
担
額
証
明
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
、
申
請

の
受
付
時
期
な
ど
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
各
事
業
所
ま
た
は
医
療
保

険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
介
護
保
険
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

　
市
民
課
保
険
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

　
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
「
長
期
入
院
し
た
」
、「
毎
月
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
」な
ど
、

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
世
帯
の
年

間
の
自
己
負
担
が
著
し
く
高
額
に

な
り
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、

申
請
に
よ
り
そ
の
超
え
た
金
額
を

医
療
保
険
、
介
護
保
険
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
支
給
す
る
も
の
で
す
。
該
当

に
な
る
方
で
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※（　）は経過措置として平成２０年４月１日～平成２１年７月３１日の１６ヵ月で計算する場合の
額です。
ただし、経過措置期間と平成２０年８月１日～平成２１年７月３１日のどちらか支給額が多くな
る方で計算します。なお、支給額が５００円以下の場合は、支給となりません。
※自己負担額は、高額介護サービス費及び高額療養費の適用を受けた後の金額になります。

所得区分について
　【現役並み所得者】①及び②は保険証または受給者証の負担割合が「３割」となっている場合
　　　　　　　　③国保は世帯全員の基礎控除後の合計所得６００万円を超える場合
　　　　　　　　　被用者保険（会社の健康保険など）は、標準報酬月額が５３万円以上の場合
　【一　　　　般】住民税課税世帯で他の所得区分に属さない場合
　【低 所 得 者】Ⅱは住民税非課税世帯で低所得者Ⅰでない場合
　　　　　　　　Ⅰは住民税非課税世帯で世帯全員の所得が一定以下（年金収入８０万円以下
　　　　　　　　など）の場合

○自己負担額の限度額（年額：毎年８月１日～翌年７月３１日）

高
額
医
療

高
額
介
護

合
算
制
度
の

お
知
ら
せ



⑱

消
 

防
 

団

　
災
害
時
、
自
ら
の
仕
事
を
放
り

出
し
て
も
防
除
作
業
に
当
た
っ
て

く
れ
る
頼
も
し
い
消
防
団
の
皆
さ

ん
に
は
、
い
つ
も
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
先
の
チ
リ
地
震

に
よ
る
津
波
警
報
発
令
時
も
特
に

沿
岸
地
域
の
方
々
に
避
難
勧
告
を

周
知
し
て
い
た
だ
き
、
警
戒
に
も

当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
消
防
団
で
、
あ
る
区
長
さ
ん
の

話
か
ら
大
変
な
現
象
が
起
き
て
い

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
地
域
外

へ
の
勤
め
人
ば
か
り
で
、
昼
間
は
地

元
に
ほ
と
ん
ど
の
消
防
団
員
が
い

な
い
た
め
、
も
し
昼
間
に
火
事
で

も
あ
れ
ば
初
期
消
火
活
動
が
大
変

遅
く
な
る
と
の
こ
と
。
仕
事
を
持

つ
以
上
い
た
し
方
な
い
面
も
あ
る

が
消
防
団
卒
業
の
高
年
齢
の
方
は

地
元
に
居
る
の
で
、
い
ざ
と
言
う

時
は
例
え
ば
消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
准
団

員
と
し
て
登
録
さ
れ
、
団
員
扱
い

の
制
度
に
す
れ
ば
初
期
活
動
に
参

加
し
防
火
防
災
活
動
に
資
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
も
う
一
つ
、
女
性
消
防
団
員
。

全
国
に
は
約
２
万
人
の
方
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
に
は
数

名
の
方
し
か
居
ま
せ
ん
。
先
日
、
女

性
消
防
団
員
の
全
国
大
会
に
出
席

し
た
方
が
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
是
非

こ
の
方
の
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ

き
た
く
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
是
非
御
一
読
の
上
、
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

産
業
振
興
計
画

　
県
知
事
が
大
変
力
を
入
れ
て
い

る
産
業
振
興
に
私
も
大
賛
成
で
、
一

次
産
業
を
主
と
し
て
自
分
の
進
め

る
計
画
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
県
か
ら
の
支
援
も
い

た
だ
き
宿
毛
の
た
め
に
し
て
い
る

こ
と
な
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
考

え
を
持
っ
て
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
県
に
採
用
さ
れ
て
い

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
以
外
の
市

民
か
ら
の
新
し
い
提
案
が
あ
っ
た

時
の
対
応
と
し
て
、
市
と
し
て
は

担
当
課
の
み
の
意
見
だ
け
で
採
用
、

不
採
用
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
関

係
す
る
課
を
集
め
て
色
々
な
角
度

か
ら
真
に
市
の
た
め
の
産
業
振
興

に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
提
案
か

否
か
を
審
査
し
、
採
用
す
る
か
否

か
を
決
め
て
県
へ
提
案
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
手
順

を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
も
な
く
産
業
振

興
策
も
上
手
く
機
能
し
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
宿
毛
市
消
防
団
に
所
属
し

て
い
ま
す
。

　﹇
そ
も
そ
も
消
防
団
員
と
は
何
だ

ろ
う
？
そ
し
て
ど
ん
な
活
動
を
し
、

何
の
為
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
？
﹈

　
私
自
身
、
学
生
の
頃
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
々

を
よ
く
見
か
け
て
は
、
そ
の
よ
う

な
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
か
ら
、
地
元
で
活
動
し
て
い

る
方
の
姿
を
拝
見
し
て
は
、
興
味

を
持
ち
、
実
際
活
動
し
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
か
ら
１０
年
程
前
、
私
の
親
し

い
知
人
が
活
動
し
て
い
る
と
聞
き
、

ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
の
か
知
り

た
く
て
活
動
内
容
を
拝
見
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
い
ざ

火
災
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
日

の
為
に
備
え
て
、
地
元
に
設
置
し

て
あ
る
貯
水
槽
の
点
検
や
、
消
防

車
の
点
検
、
火
災
や
災
害
現
場
な

ど
で
使
用
す
る
為
の
道
具
な
ど
の

点
検
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
無
い
道

具
や
消
防
車
に
興
味
が
ふ
つ
ふ
つ

と
沸
い
て
き
ま
し
た
。

　
団
の
方
や
知
人
に
、
こ
の
道
具

は
ど
ん
な
時
に
使
う
の
か
？
や
、
い

つ
も
団
の
方
々
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
？
な
ど
色
々

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
も
や
っ
て
み
た
い
な
、
と
思

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
女
性

で
す
。
女
性
で
あ
る
私
が
、
こ
の

よ
う
な
活
動
に
そ
も
そ
も
参
加
で

き
る
の
か
…
？
い
や
！
万
が
一
参

加
で
き
た
と
し
て
も
、
女
性
で
あ
る

私
が
何
の
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
…
？

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
何
か
心
の
ど
こ
か
で
『
女

は
役
に
立
た
な
い
。
』
『
女
が
や
る

事
で
は
な
い
。
』
と
思
わ
れ
る
事
に

疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
身
近

に
あ
る
災
害
現
場
で
は
〔
女
性
だ

か
ら
出
来
る
事
・
女
性
に
し
か
出
来

な
い
事
〕
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

と
思
い
、
恐
る
恐
る
知
人
に
『
私

も
参
加
出
来
な
い
も
の
か
？
』
と

尋
ね
ま
し
た
。

　
そ
し
た
ら
、
私
が
思
っ
て
い
る

以
上
に
反
応
が
よ
く
、
む
し
ろ
『
い

や
！
是
非
参
加
し
て
欲
し
い
！
』

と
意
外
な
答
え
が
返
っ
て
き
て
、

心
が
ス
ッ
と
し
ま
し
た
。
団
の
方
々

に
も
喜
ん
で
頂
き
、
部
長
や
分
団

長
に
も
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
私
の
消
防
団
員
と
し

て
の
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。
思

っ
て
い
た
通
り
の
周
り
の
反
応
で

し
た
。

　
ま
ず
は
両
親
。
女
性
で
あ
る
私

が
男
性
の
中
に
混
ざ
っ
て
男
性
が

行
っ
て
い
る
活
動
を
行
う
事
に
、

と
て
も
反
対
さ
れ
偏
見
を
持
た
れ

ま
し
た
。
心
配
さ
れ
る
の
は
百
も

承
知
で
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
こ

ま
で
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
に
と

て
も
我
慢
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
し
て
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て

男
性
の
す
る
事
に
興
味
を
持
っ
て

は
変
に
思
わ
れ
る
の
か
？
ど
う
し

て
女
性
が
役
に
立
て
る
訳
が
な
い

で
あ
ろ
う
、
と
決
め
付
け
ら
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
？
と
て
も
、

悔
し
か
っ
た
の
で
す
。

　
実
際
に
は
男
性
な
ら
で
は
の
職

場
に
も
女
性
は
沢
山
居
ま
す
し
、
む

し
ろ
男
性
よ
り
も
ガ
ン
ガ
ン
働
い

て
い
る
方
は
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
私
は
、
自
分
自
身
が
心
に

思
っ
て
い
る
事
を
両
親
に
正
直
に

伝
え
、
こ
の
消
防
団
の
活
動
が
す

ば
ら
し
い
事
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な

事
を
話
し
ま
し
た
。
両
親
は
了
解

し
ま
し
た
が
、
心
配
な
事
の
方
が

多
い
様
子
で
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
夜
中
に
火
災

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
し
た
。
急

い
で
家
を
飛
び
出
し
屯
所
へ
向
か

い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
誤
報
で
し

た
が
、
管
轄
内
で
あ
る
各
部
が
一

斉
に
集
合
し
ま
し
た
。
夜
中
３
時

女
性
消
防
団
員
　

全
国
大
会
に

参
加
し
て

宿
毛
市
消
防
団
片
島
分
団
大
島
部

　
　
　
　
　
　
団
員
　
安
岡
香
織
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お
役
所
仕
事

　
先
日
残
念
な
も
の
を
見
て
し
ま

い
ま
し
た
。
産
業
振
興
の
中
に
観

光
、
運
輸
も
入
っ
て
い
る
訳
で
す

が
、
県
の
方
が
中
村
駅
に
龍
馬
伝

に
引
っ
掛
け
て
絵
地
図
の
案
内
板

を
新
た
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

四
万
十
市
と
ジ
ョ
ン
万
く
ろ
し
お

社
中
の
土
佐
清
水
市
と
黒
潮
町
の

み
の
観
光
案
内
板
と
な
っ
て
い
ま

す
。
宿
毛
・
大
月
は
完
全
に
ス
ポ

イ
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍
馬
に
何

も
関
係
し
な
い
か
ら
地
図
か
ら
全

面
的
に
は
ず
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
案
内
板
の
下
を
見
れ
ば
県
の

運
輸
政
策
課
と
あ
り
、
な
ら
ば
尚

更
に
、
鉄
道
は
宿
毛
ま
で
通
じ
て

い
る
の
で
す
。
幡
多
は
一
体
と
考

え
、
県
の
主
導
で
こ
の
４
月
か
ら

幡
多
観
光
協
議
会
が
県
と
幡
多
６

カ
市
町
村
の
出
資
で
発
足
し
ま
す
。

県
の
作
成
し
た
観
光
案
内
板
に
宿

毛
や
大
月
が
掲
示
さ
れ
な
い
の
は

ど
う
考
え
て
も
納
得
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
つ
い
で
に
県
の
や
り
方
に
つ
い

て
の
不
満
を
も
う
一
つ
。
財
源
を

や
り
繰
り
し
て
よ
う
や
く
市
の
予

算
案
を
作
成
し
て
後
、
県
か
ら
事

前
に
何
の
説
明
も
な
く
こ
れ
こ
れ

の
事
業
を
す
る
か
ら
市
も
負
担
・

分
担
を
せ
よ
と
求
め
て
き
ま
し
た
。

県
内
に
あ
る
も
の
の
市
も
１
個
の

自
治
体
で
す
。
事
前
に
説
明
も
な

く
命
令
的
に
金
を
出
せ
と
い
う
や

り
方
に
は
承
服
で
き
ま
せ
ん
。
政

権
交
代
後
に
現
政
権
が
子
ど
も
手

当
を
実
施
す
る
と
決
定
し
、
財
源

の
問
題
で
最
終
的
に
国
が
地
方
に

何
の
相
談
も
な
く
地
方
の
負
担
を

決
め
た
と
し
て
、
地
方
（
県
や
市

町
村
の
代
表
）
が
抗
議
し
た
こ
と

と
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
国
に
対

し
て
は
地
方
と
の
協
議
の
場
を
と

言
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
県
も
市

町
村
と
の
協
議
の
場
を
き
ち
ん
と

設
け
る
べ
き
だ
と
思
い
、
そ
の
う
ち

知
事
に
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
す
。

女
性
の
保
護

　
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
で
き
る
ワ

ク
チ
ン
が
厚
生
労
働
省
よ
り
承
認

さ
れ
、
１２
歳
で
接
種
す
る
こ
と
で

発
生
数
を
約
４
千
件
７
３
・
１
％
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
記
事
を

読
み
、
そ
う
い
う
女
性
の
命
を
守

る
こ
と
の
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
は
効

果
の
上
が
る
時
（
歳
）
に
是
非
接

種
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。
が
ん

予
防
検
診
等
様
々
な
対
病
施
策
が

あ
る
中
で
も
こ
の
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
は
必
ず
接
種
す
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
国
の
施
策

と
し
て
国
民
の
た
め
に
公
費
助
成

を
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
人
の
命

に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
子
ど
も
手

当
よ
り
も
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
国

が
実
施
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
市
と

し
て
一
定
の
支
援
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

頃
の
出
来
事
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん

中
に
は
夜
勤
中
の
方
も
い
た
で
し

ょ
う
、
さ
っ
き
寝
床
に
つ
い
た
ば

か
り
の
方
も
い
た
で
し
ょ
う
。
み

ん
な
が
み
ん
な
、
簡
単
に
駆
け
つ

け
ら
れ
る
方
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
驚
く
ほ
ど
の
数
の

消
防
車
と
消
防
団
員
の
方
々
の

姿
。
宿
毛
に
こ
ん
な
に
消
防
車
が

あ
っ
た
の
か
！！
っ
と
目
を
疑
う
ほ

ど
の
光
景
で
し
た
。
す
ご
い
で
す
ね
、

パ
ジ
ャ
マ
姿
で
も
団
員
で
あ
る
証

に
制
服
の
一
部
で
あ
る
帽
子
と
長

靴
で
現
場
に
一
目
散
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
。
こ
ん
な
方
々
に
宿
毛

市
の
市
民
は
守
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
す
ね
。

　
私
も
、
普
段
は
普
通
の
宿
毛
市

の
市
民
の
ひ
と
り
で
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
自
分
自
身
が
火
災
に
遭

遇
す
る
こ
と
は
無
き
に
し
も
非
ず

で
す
。
で
も
、
こ
ん
な
に
も
大
勢

の
方
々
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
普
段
、
い
つ
気
付
く
で
し
ょ
う
？

　
残
念
な
が
ら
、
そ
ん
な
非
常
事

態
に
巻
き
こ
ま
れ
な
い
限
り
、
そ

の
よ
う
な
存
在
に
気
付
く
事
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
結
構
で
す
。
そ
れ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
か
ら
。

　
あ
ま
り
活
動
の
現
場
が
な
い
の

が
現
実
で
す
。
市
民
の
方
々
に
は

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
少

な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
両
親
も
、
実
際
私
が
サ
イ

レ
ン
の
音
で
飛
び
出
し
現
場
へ
向

か
っ
て
い
る
後
姿
を
見
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
現
場
で
活
動
し
て

い
る
姿
は
、
そ
う
そ
う
見
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

　
最
近
私
の
実
家
の
近
く
で
火
災

が
発
生
し
、
す
ぐ
に
向
か
う
私
を

追
っ
て
両
親
も
心
配
し
な
が
ら
外

へ
出
て
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
私
の
消
防
団
員
ら
し
い
姿
を

初
め
て
見
て
正
直
驚
い
て
い
ま
し

た
。
災
害
現
場
で
は
男
性
の
力
だ

け
で
は
な
く
、
女
性
に
も
出
来
る

事
、
女
性
な
ら
で
は
の
心
遣
い
を

目
に
す
る
事
が
で
き
、
娘
も
役
に

立
て
て
い
る
の
だ
と
ほ
っ
と
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
の
両
親
は
、
た
ま
た
ま
消
防

団
員
の
活
動
を
身
近
で
目
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
あ
ま
り

そ
う
い
う
時
が
来
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
あ
っ
て
も
困
り
ま
す
。
そ

う
い
う
事
を
防
ぐ
の
が
実
際
の
仕

事
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
が
活
動
し
て
い
る
事
を
、
も
っ

と
多
く
の
方
に
紹
介
し
理
解
し
て

頂
く
と
と
も
に
、
一
緒
に
手
を
取

り
合
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
世
の
中
は
不
況
の
影
響
か

ら
な
の
か
、
と
て
も
凶
悪
な
事
件

な
ど
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
世
の
中
だ
か

ら
こ
そ
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を

も
っ
と
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
常
日
頃
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
日

岡
山
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
大
会

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
や
は

り
地
域
に
根
付
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
温
か
い
心
で
す
。

　
近
い
う
ち
起
こ
る
で
あ
ろ
う
南

海
大
震
災
や
、
非
日
常
的
に
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
災
害
や
火
災
に

対
し
て
、
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
事
や
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

そ
の
後
大
変
な
事
な
ど
を
、
市
民

の
方
々
と
一
緒
に
考
え
協
同
し

て
い
く
事
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　
私
た
ち
の
存
在
を
、
い
つ
も
心

に
置
い
て
お
い
て
欲
し
い
な
ど
大

き
な
事
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
い
ざ

と
い
う
時
は
私
た
ち
の
様
な
存
在

が
有
る
こ
と
を
、
市
民
の
皆
様
に

心
の
隅
に
で
も
留
め
て
お
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
も
知
ら
な
い

事
が
沢
山
あ
り
、
学
ぶ
事
の
方
が

多
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
女
性
消
防
団
員
と
い
う
れ
っ
き

と
し
た
活
動
団
体
が
存
在
す
る
事

を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
活
動

の
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。



⑳

やなせたかし

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9

身体障害者手帳１，２，３級保持者

療育手帳保持者

精神障害者保健福祉手帳保持者

自立支援医療費（精神通院）受給者

介護保険認定者　在宅（独居）全員

介護保険認定者　在宅（同居）要介護３以上

７５歳以上の一人暮らしの方

７５歳以上を含む高齢者世帯（※）

その他市長が支援を必要と認める者（上記の
対象者以外で自ら援護を希望するもの）

登録する際の留意点

①支援のために必要な個人情報を関係団体
（消防署、消防団、自主防災組織、地区、
民生委員・児童委員など）や地域支援者
への情報提供に同意できる方に限ります。

②災害時要援護者登録制度に登録されても、
災害の規模や時間帯などさまざまな要因
によって、支援ができない場合がでてき
ます。災害時要援護者登録制度は、地域
づくりをすることが目的であり、１００％
の支援ではないことをご了承ください。

登録申請場所

　福祉事務所・各支所で登録申請を受け付
けています。

【問い合わせ先】
　福祉事務所社会児童係　蕁６３－１１１４

登録対象者

　災害時要援護者登録制度とは、

一人暮らしの高齢の方や障害を持た

れている方が、安心して暮らせるた

めに、災害時はもとより日常生活で

も地域の支援を受けられる制度です。

※高齢者世帯とは、６５歳以上で構成されている世帯を
いいます。

安
心
が
一
番
じ
ゃ
！

災害時要援護者登録制度のお知らせ
～申請受付を4月1日より開始します。～
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3、4、9、10、17、18、24、25
1、2、9、10、15、16、21、22、29、30

４月

５月

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

4
※ お 昼 休 み も 納 付 で き ま す 。

25（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15 ～ 19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

4
8（木）

22（木）

5月

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

3（土）

4（日）

8（木）

11（日）

13（火）

15（木）

17（土）

18（日）

20（火）

22（木）

24（土）

25（日）

1（土）

松田川いきいきウォーク＆骨密度測定会� 

小筑紫小学校落成式・開校式�  

宿毛市観光びらき�  

夜間市税納付窓口開設日� 

第65回 国体幡多予選（軟式野球）�  

無料人権相談�  

通学路安全の日� 

幡多地区中学校女子バレーボール春季大会�

（～18日） 

第65回 国体幡多予選（軟式野球）�  

あいさつ・声かけ運動日� 

年金出張相談�  

行政相談「定例相談日」� 

夜間市税納付窓口開設日� 

平成22年度

　第１回 幡多地区陸上競技記録会

第54回

　高松宮賜杯１部 幡多予選（軟式野球）� 

休日市税納付窓口開設日� 

宿毛の「げんき市」�  

第12回 幡多希望の家祭� 

第13回 桜墨会サークル展（～6日）�

保健介護課　蕁63－1113

学校教育課　蕁63－1102

宿毛市観光協会　蕁63－0801

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

人権推進課　蕁62－0225

総　務　課　蕁63－1111

総合運動公園　蕁66－1467

市　民　課　蕁63－1112

松岡陽一　蕁66－0110

福田延治　蕁67－1778

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

ともえどう　沢松真　蕁63－2285

幡多希望の家　蕁66－2212

中央公民館　蕁63－2618

和田体育館（集合）�

小筑紫小学校�

小筑紫中学校体育館 

すくもサニーサイドパーク�

市役所 税務課�

宿毛市野球場�

宿毛文教センター�

市内全域�

宿毛市総合運動公園�

宿毛市野球場�

市内全域�

宿毛文教センター�

小筑紫基幹集落センター

市役所　税務課�

宿毛市総合運動公園�

宿毛市野球場
 

市役所 税務課�

 

幡多希望の家�

宿毛文教センター

9:00

10:00

17:15

8:00

10:00

9:00

8:00

10:00

13:00

17:15

9:00

8:00

9:00

9:00

10:00

9:00

市役所 第１会議室
（市民課で受付）

ひだまり公園周辺
（宿毛市宿毛）

青少年育成センター
蕁63－4197

落成式
10:00

開校式
11:20

新
し
い
小
筑
紫
小
学
校

が
開
校
し
ま
す

4
月
3
日

（土）

　
・
校
舎
落
成
式

　
　
　

１０
時
〜

　
・
学
校
開
校
式

　
　
　

１１
時

２０
分
〜

　
　
　
小
筑
紫
中
学
校
体
育
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

平成22年　4月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



澤

4 月 の 保 健 事 業 【問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

14（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

21（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

6（火）
12（月）
22（木）
27（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

母子保健

成人保健

各種健診はどこでも受けることができます。
●平成22年度実施の健康診査等の申込みをされていない方は、

実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。
●特定健康診査については、医療保険者発行の受診票（ま

たは受診券）が必要です。持参してないと健診が受けら
れませんのでご注意ください。

場 　 所 受 付 時 間日

22（木）

23（金）

27（火）

18：30～19：15
19：30～10：00
10：20～10：50
11：05～11：15
13：00～13：40
14：00～14：45
15：00～15：30
18：00～19：00
19：30～19：50
10：10～10：25
10：45～10：50
11：00～11：10
13：10～13：40
13：50～14：15
18：00～19：30
19：50～10：50
13：15～13：45
14：00～14：50

二 ノ 宮 集 会 所
中 角 バ ス 停 留 所 前
西 尾 石 油 店 裏 側
錦 集 会 所
宿毛市総合社会福祉センター
和 田 集 会 所
押 ノ 川 集 会 所
正 和 隣 保 館
山 北 集 会 所
小 川 バ ス 停 留 所 前
野 地 橋 付 近
高 石 集 会 所
宿 毛 育 成 園
宿 毛 警 察 署 駐 車 場
片 島 公 民 館
宿 毛 高 校
片 島 公 民 館
宿 毛 市 役 所 裏 駐 車 場

［胸部レントゲン・肺がん検診］

犬の引取り ●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

23（金）
27（火）

18：00～19：00
18：00～19：00

正 和 隣 保 館
片 島 公 民 館

健康相談はどこでも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とし

た簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日

2（金）

7（水）

9（金）
12（月）
14（水）
22（木）
23（金）

18：30～11：00
19：30～11：00
19：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
11：30～14：00
11：30～14：00
18：30～11：00

旧 鵜 来 島 小 中 学 校
神 有 多 目 的 集 会 所
宇 須 々 木 公 民 館
山 北 集 会 所
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
沖の島開発総合センター
旧 鵜 来 島 小 中 学 校

［健康相談］

［特定健康診査・生活機能評価］
場 　 所 受 付 時 間日

22（木）

23（金）

27（火）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30

二 ノ 宮 集 会 所
宿毛市総合社会福祉センター
正 和 隣 保 館
坂 ノ 下 集 会 所

片 島 公 民 館

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん検診（マンモグラフィ）］

20（火）
21（水）

検診前に送付する受診
票の所定の時間にお越し
ください。

幡 多 健 診 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター

場 　 所 受 付 時 間日

［ポリオ予防接種］対象児に個人通知します

9（金）
16（金）
20（火）

13：20～14：00
13：20～14：00
13：20～14：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃
〃
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5 月 の 保 健 事 業 【問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

12（水）
19（水）

12：30～13：00
12：30～13：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 受 付 時 間日

［1歳6か月児健康診査］対象児に個人通知します

26（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［パパ・ママスクール］

14（金） 18：30～20：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

10（月）
11（火）
20（木）
25（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 実 施 時 間日

［離乳食講習会］対象児に個人通知します

28（金） 13：30～15：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

母子保健

成人保健

各種健診はどこでも受けることができます。
●平成22年度実施の健康診査等の申込みをされていない方は、

実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。
●特定健康診査については、医療保険者発行の受診票（ま

たは受診券）が必要です。持参してないと健診が受けら
れませんのでご注意ください。

場 　 所 受 付 時 間日

18（火）

20（木）

21（金）

18：30～19：40
10：00～10：15
10：35～11：00
13：00～13：30
18：00～19：00
19：45～10：00
10：20～10：40
13：00～13：20
13：40～14：00
14：15～14：45
18：00～19：00
19：45～19：50
10：05～10：15
10：30～10：55
11：25～11：35
13：30～13：50
14：05～14：15

西 町 公 会 堂
池 島 岸 壁
藻 津 漁 協 前
西 町 公 会 堂
大 島 消 防 屯 所 前
楠 山 多 目 的 集 会 所
坂 本 多 目 的 集 会 所
フィッシングショップ ニューおじま
貝 礎 隣 保 館
川 田 工 業 所
宇 須 々 木 公 民 館
舟 ノ 川 集 会 所
石 原 集 会 所
福 良 集 会 所
小三原生活改善センター
高知県宿毛漁業指導所
呼 崎 集 会 所

［胸部レントゲン・肺がん検診］

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

19（水）
20（木）
21（金）

18：00～19：00
18：00～19：00
18：00～19：00

西 町 公 会 堂
大 島 老 人 憩 い の 家
宇 須 々 木 公 民 館

場 　 所 受 付 時 間日

［子宮がん検診］

17（月）
10：00～11：00
13：00～14：00

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

健康相談はどこでも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とし

た簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
6（木）

7（金）

10（月）

12（水）

14（金）
21（金）
27（木）

13：30～15：00
18：30～11：00
19：30～11：00
10：00～11：30
19：30～11：00
11：30～14：00
19：30～11：00
18：30～11：00
11：30～14：00

山 北 集 会 所
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
神 有 多 目 的 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
宇 須 々 木 公 民 館
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
小 筑 紫 老 人 憩 い の 家
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
沖の島開発総合センター

［健康相談］

［特定健康診査・生活機能評価］
場 　 所 受 付 時 間日

18（火）

20（木）

21（金）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
19：00～10：00
13：30～14：30

西 町 公 会 堂

大 島 公 民 館

宇 須 々 木 公 民 館

犬の引取り ●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。
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平
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４
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１
日
発
行
（
毎
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１
日
発
行
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大賞「冬の風物」竹内 良弘 大賞「ふるさとの夜明け」金村 廣子

金賞「紅い夕日」浦田 耕作 金賞「盆踊り・曽我兄弟」野口　務

銀賞「飛 躍」小林 哲夫 銀賞「野 や き」山本 修代

「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」
部
門

大　賞

金　賞

銀　賞

入　選

佳　作

冬の風物

紅い夕日

飛躍

だるま工事中

暮色

釣り人

だるま出漁

家路

赤堤灯

夕情の詩

金林夕陽

情陽

林檎　夕日

竹内　良弘

浦田　耕作

小林　哲夫

田村　昌之

野口　務

森　　敏弘

松高　順一

中川　八千代

西内　邦彦

西尾　昌高

仲村　美由紀

河野　晃

武田　政志

愛媛県松山市

愛媛県宇和島市

宿毛市和田

高知市

宿毛市貝塚

四万十市

高知市

愛媛県南宇和郡愛南町

土佐郡土佐町

宿毛市大深浦

京都府京都市

宿毛市片島

愛媛県新居浜市

「
宿
毛
の
四
季
」
部
門

大　賞

金　賞

銀　賞

入　選

佳　作

ふるさとの夜明け

盆踊り・曽我兄弟

野やき

青春のダイブ

へんろ道

ホタルの里

夕日に染まる三日月

もち米を研ぐ人たち

希望の道

だるま夕日に魅せられて

鳥帽子の夜明け

ごま焚き

春風

金村　廣子

野口　務

山本　修代

田村　昌之

小林　哲夫

竹内　良弘

岡村　恭子

川田　紀典

西尾　昌高

仲村　美由紀

田中　重徳

河野　晃

中川　八千代

宿毛市片島

宿毛市貝塚

宿毛市橋上町

高知市

宿毛市和田

愛媛県松山市

宿毛市桜町

宿毛市山奈町

宿毛市大深浦

京都府京都市

四万十市

宿毛市片島

愛媛県南宇和郡愛南町

今回は、全国各地から６７名２７３点の応募があり、審査の結果２６作品の入賞が決まりました。

４
月
４
日
（日）
、「
宿
毛
市
観
光
び

ら
き
」
の
式
典
会
場
で
、
入
賞
者

の
表
彰
式
を
行
な
い
ま
す
。
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紙上入賞作品展 第10回「宿毛湾だるま夕日」及び
「宿毛の四季」フォトコンテスト
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